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(57)【要約】
【課題】低価格で、入手性のよい電子部品を用い、座標
変換や補間演算に要する時間は採取した超音波データを
画像表示する上で許容し得る範囲内で、しかも必要なメ
モリ容量が少なく小型化が可能なデジタルスキャンコン
バータおよびそのデジタルスキャンコンバータを適用し
た超音波診断装置を提供することを目的とする。
【解決手段】設定された変換条件が反映された座標変換
テーブルにしたがって、補間演算を伴って、二次元的な
位置の情報を伴った第１の形式のデータ群から所定の画
像出力装置に適合する第２の形式のデータ群への変換を
画像フレーム毎に実行する変換部と、変換条件の変更の
指示を受け、該指示を受けるたびに座標変換テーブルを
新たに算出し直す演算プロセッサとを備える。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】設定された変換条件が反映された座標変換
テーブルにしたがって、補間演算を伴って、二次元的な
位置の情報を伴った第１の形式のデータ群から所定の画
像出力装置に適合する第２の形式のデータ群への変換を
画像フレーム毎に実行する変換部と、
前記変換条件の変更の指示を受け、該指示を受けるたび
に前記座標変換テーブルを新たに算出し直す演算プロセ
ッサとを備えたことを特徴とするデジタルスキャンコン
バータ。
【請求項２】前記座標変換テーブルが上書き自在に格納
されるメモリを備え、
前期演算プロセッサは、前記指示に応じて算出し直した
新たな座標変換テーブルを前記メモリに上書きするもの
であって、
前記変換部は、該メモリに格納された座標変換テーブル
にしたがってデータ群の変換を行うものであることを特
徴とする請求項１記載のディジタルスキャンコンバー
タ。
【請求項３】前記演算プロセッサは、前記指示に応じ
て、前記変換部で変換される対象のデータ群による画像
を前記画像出力装置に出力すべき領域と非出力とすべき
領域とに区別するビット情報が付加された座標変換テー
ブルを生成するものであることを特徴とする前記請求項
１記載のデジタルスキャンコンバータ。
【請求項４】生体内に放射し該生体内で反射した超音波
を受信して超音波データを得、該超音波データに基づく
画像を生成して表示する超音波診断装置において、
前記超音波データを表示用の画像データに変換するデジ
タルスキャンコンバータを備え、
該デジタルスキャンコンバータが、設定された変換条件
が反映された座標変換テーブルにしたがって、補間演算
を伴って、二次元的な位置の情報を伴った第１の形式の
データ群から所定の画像出力装置に適合する第２の形式
のデータ群への変換を画像フレーム毎に実行する変換部
と、
前記変換条件の変更の指示を受け、該指示を受けるたび
に変換条件を新たに算出し直す演算プロセッサとを備え
たものであることを特徴とする超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、第１の形式のデー
タ群から画像出力装置に適合する第２の形式のデータ群
に変換するデジタルスキャンコンバータおよびそのデジ
タルスキャンコンバータを用いて画像表示する超音波診
断装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来、医療分野においては生体内で反射
した超音波を受信して超音波データを得、その超音波デ
ータを画像表示する超音波診断装置が活用されており、
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超音波データを画像表示するために、その座標位置を変
換して画像データとするデジタルスキャンコンバータが
用いられている。
【０００３】超音波診断装置は、生体内に超音波を放射
し、その反射波を電気信号に変換する振動子を有する探
触子（超音波プローブ）と、振動子を励振するパルス電
圧を発生し、生体内から得た超音波データを画像データ
に変換して画像表示する本体と、これら探触子および本
体間をつなぐケーブルとから構成されている。
【０００４】超音波診断装置を用いて生体内の一定領域
内の各点から反射波を受信して超音波データを得るため
には、振動子から放射される超音波ビームをその一定領
域にわたって走査する必要がある。超音波ビームを走査
する方法にはリニアスキャンやセクタスキャンなどがあ
り、リニアスキャンは超音波ビームを平行移動させ、セ
クタスキャンは超音波ビームを放射状で扇形となるよう
に移動させる。
【０００５】ここで、図１は超音波ビームをセクタスキ
ャンして得られる反射波のサンプリングデータの模式図
を示す。
【０００６】図１において、扇形に広がる線は超音波ビ
ーム１を表し、超音波ビーム１上の黒丸２はサンプリン
グした超音波データの採取位置をあらわす。すなわち、
超音波データの採取位置は超音波プローブ３の超音波の
発信点４からの距離Ｒおよび生体５の表面と超音波ビー
ム１のなす角度θにより極座標形式で二次元的にあらさ
れている。
【０００７】セクタスキャンにおいては、１つの超音波
ビーム１によるデータを得たあと、超音波ビーム１の角
度を少し変えて次の超音波ビーム１によるデータを得て
おり、超音波ビーム１が異なれば角度θも異なる。ま
た、超音波プローブ３から超音波を送信した直後に超音
波プローブ３に反射波が戻ってくるまでの時間は生体の
表面からの距離Ｒに相当する。
【０００８】黒丸２があらわす、各採取位置で反射され
て超音波プローブ３に戻ってきた一連の反射波はこの
後、超音波プローブ３に順次受信されて電気信号に変換
され、その電気信号は図示しない超音波診断装置の本体
内にあるＡ／Ｄ変換器で順次サンプリングおよびデジタ
ル化され、図示しないメモリに超音波データとして順次
記憶される。
【０００９】これらの超音波データを、例えば図示しな
いＣＲＴなどの画像表示装置に表示するには、超音波デ
ータのアドレスが、超音波が生体内で反射する位置まで
の距離Ｒと超音波ビームの角度θを座標とする極座標形
式となっている一方、ＣＲＴは水平方向に輝線を走査し
１ラインを構成し、そのラインを順次垂直方向に移動し
て１フレームを構成しているので、極座標形式で配列さ
れている超音波データのアドレスを直交座標形式のアド
レスに座標変換する必要がある。
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【００１０】また、超音波データが得られている地点は
ＣＲＴの１画素分に相当するので、得られている点だけ
を画面に表示するのでは、まばらな点状となり画像とし
て見にくいため、得られている地点の超音波データを用
いて補間演算して画面に表示する必要がある。
【００１１】このような座標形式の変換や超音波データ
の補間演算を行う装置としてデジタルスキャンコンバー
タが知られている。このようにして超音波データから座
標変換し、補間演算して得られた画像データは、ＣＲＴ
の走査タイミングに合わせて読み出され、ＣＲＴに表示
される。
【００１２】
【発明が解決しようとする課題】上記のデジタルスキャ
ンコンバータおよび超音波診断装置はトランジスタをは
じめとする数多くの電子部品によって構成されている。
しかし、昨今の電子機器のデジタル化、小型化、高機能
化の進展に伴って、これらの電子部品の中には入手が容
易でなくなりつつあるものがある。また、量産され、汎
用性のある電子部品の使用や高集約化された部品の使用
などによりコストの低減や機器の小型化を図る必要があ
る。
【００１３】しかし、汎用のＤＳＰを用い、ソフトウェ
アによって演算し変換する方法ではデータ１点当たりの
変換処理に許容される時間（約１００ｎＳ程度）を超過
してしまい、実現は容易ではない。
【００１４】また、直交座標形式のアドレスと極座標形
式のアドレスとの変換テーブルをＲＯＭを用いてあらか
じめ作成しておくという方法が考えられる。しかし、Ｒ
ＯＭの入力側に必要なビット数は、超音波診断画像の拡
大の程度によって異なり、例えば縦５１２ドットにより
生体の表面からの深さ４ｃｍまでを表示するのと同じ分
解能を深さ２０ｃｍ以上の範囲においても確保するに
は、２４ビット程度となること。ＲＯＭの出力側として
必要なビット数は、距離Ｒと角度θのアドレス空間によ
り必要量が定まり、２３ビット程度であること。さらに
あらゆる画面表示に必要なテーブルを用意する必要があ
ることから、ＲＯＭのメモリ容量が４６ＭＢ程度とな
り、コストおよびスペースの点からしてあまり現実的で
はない。
【００１５】さらに、直交座標形式から極座標形式への
変換を行う専用のＩＣの使用も考えられるが。特殊な回
路であり、割高で、入手も容易ではない。
【００１６】本発明は上記事情に鑑み、低価格で、入手
性のよい電子部品を用い、座標変換や補間演算に要する
時間は画像表示する上で許容し得る範囲内で、しかも必
要なメモリ容量が少ないデジタルスキャンコンバータお
よびそのようなデジタルスキャンコンバータを適用した
小型で低価格な超音波診断装置を提供することを目的と
する。
【００１７】
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【課題を解決するための手段】上記目的を達成する本発
明のデジタルスキャンコンバータは、設定された変換条
件が反映された座標変換テーブルにしたがって、補間演
算を伴って、二次元的な位置の情報を伴った第１の形式
のデータ群から所定の画像出力装置に適合する第２の形
式のデータ群への変換を画像フレーム毎に実行する変換
部と、上記変換条件の変更の指示を受け、該指示を受け
るたびに上記座標変換テーブルを新たに算出し直す演算
プロセッサとを備えたことを特徴とする。
【００１８】ここで、上記座標変換テーブルが上書き自
在に格納されるメモリを備え、上記演算プロセッサは、
上記指示に応じて算出し直した新たな座標変換テーブル
を上記メモリに上書きするものであって、上記変換部は
該メモリに格納された座標変換テーブルにしたがってデ
ータ群の変換を行うものであることが好ましい。
【００１９】このように、設定された変換条件が変わる
つど、演算プロセッサが座標変換テーブルを新たに算出
し、算出された座標変換テーブルは書き込みのできるメ
モリに算出のつどすべて書き換えられて格納されるの
で、必要なメモリ容量は画像表示装置の１フレーム分と
することができる。
【００２０】また、上記演算プロセッサは、上記指示に
応じて、上記変換部で変換される対象のデータ群による
画像を上記画像出力装置に出力すべき領域と非出力とす
べき領域とに区別するビット情報が付加された座標変換
テーブルを生成するものであることも好ましい。
【００２１】このように、座標変換テーブルがビット情
報を持つことにより画像出力装置に出力すべき領域と非
出力とすべき領域とに区別するための回路を別に設けな
くてもよい。
【００２２】さらに、上記目的を達成する本発明の超音
波診断装置は、上記超音波データを表示用の画像データ
に変換するデジタルスキャンコンバータを備え、該デジ
タルスキャンコンバータが、設定された変換条件が反映
された座標変換テーブルにしたがって、補間演算を伴っ
て、二次元的な位置の情報を伴った第１の形式のデータ
群から所定の画像出力装置に適合する第２の形式のデー
タ群への変換を画像フレーム毎に実行する変換部と、上
記変換条件の変更の指示を受け、該指示を受けるたびに
変換条件を新たに算出し直す演算プロセッサとを備えた
ものであることを特徴とする。
【００２３】このように、超音波診断装置が、設定定条
件の変更に柔軟に対応し得る上述のデジタルスキャンコ
ンバータを備えることにより、汎用な電子部品などを使
った低価格な装置であっても、をこれまでと同等以上の
機能を維持することができる。
【００２４】
【発明の実施の形態】本発明の実施形態について説明す
る。
【００２５】図２は本発明の実施形態であるデジタルス
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キャンコンバータを備えた超音波診断装置の構成図であ
る。
【００２６】図２に示すように、超音波診断装置は本体
６と、超音波プローブ３０と、本体６と超音波プローブ
３０との間を接続するケーブル８により構成されてい
る。超音波プローブ３０は、生体内に超音波を放射し、
生体内部からの反射波を電気信号に変換し超音波データ
とする図示しない振動子を備えている。
【００２７】本体６は、装置全体の制御をするコントロ
ーラ１１、コントローラ１１の制御信号によりパルス電
圧を発生するパルサ１２、超音波プローブ７からの超音
波データを受信してデジタル信号に変換するＡ／Ｄ変換
器２９、Ａ／Ｄ変換器が変換したデジタル信号の超音波
データを座標変換や補間演算して画像表示装置３１に表
示するための画像データを生成するディジタルスキャン
コンバータ１０、およびディジタルスキャンコンバータ
１０が生成した画像データを表示する画像表示装置３１
を備えている。
【００２８】ケーブル８は、本体が発生したパルス電圧
を超音波プローブ３０に伝送し、超音波プローブ３０が
変換した電気信号を本体６に伝送する図示しない信号ラ
インを備えている。
【００２９】本体６に備えられたコントローラからの信
号を受信してパルサ１２がパルス電圧を発生し、このパ
ルス電圧がケーブル８に備えられた図示しない信号ライ
ンを経由して超音波プローブ３０に送られ、超音波プロ
ーブ３０の図示しない振動子が超音波を生体内に放射
し、その振動子が生体内部からの反射波を電気信号に変
換して超音波データとし、ケーブル８を経由してＡ／Ｄ
変換器２９に送り、Ａ／Ｄ変換器２９がその超音波デー
タをデジタル信号に変換して、変換されたデジタル信号
の超音波データをデジタルスキャンコンバータ１０が座
標変換および補間演算して画像データを生成し、画像表
示装置３１が画像データを画面に表示する。
【００３０】次に、比較例として、ディジタルスキャン
コンバータの一例を示すブロック図を図３に示す。
【００３１】ディジタルスキャンコンバータは、補間の
方法などによりその構成を異にするが、図３に示す例に
おいては、超音波メモリ２１、表示メモリ２２、画像ア
ドレス発生部２３、Ｄ／Ａ変換器２４、補間回路２５、
ゲート回路２６、座標変換部２７および範囲外検出部２
８から構成されている。
【００３２】超音波メモリ２１は、超音波プローブ３０
により生体内部から採取され、Ａ／Ｄ変換器２９により
サンプリングおよびデジタル化された超音波データを、
超音波ビームの走査角度や超音波を送受するタイミング
にあわせ、極座標形式によりアドレスを指定して記憶す
る。
【００３３】画像アドレス発生部２３は、画像表示装置
に表示する画像データを表示メモリ２１に記憶するため

6
に必要な直交座標形式によるアドレスを発生する。
【００３４】表示メモリ２１は、画像表示装置３１に表
示する画像データを画像アドレス発生部２３が発生する
直交座標形式のアドレスを指定して１画面分記憶する。
【００３５】座標変換部２７は、直交座標形式で指定さ
れる表示メモリ２２のアドレスを極座標形式で指定され
る超音波メモリ２１のアドレスに変換して超音波メモリ
２１の超音波データと表示メモリ２２の画像データとの
対応関係をつけるとともに、後述する補間演算のため、
超音波メモリ２１で指定されているアドレスよりも細分
された極座標形式のアドレスを出力する。
【００３６】補間回路２５は、座標変換部２７が出力す
る細分されたアドレス毎に、超音波メモリ２１に記憶さ
れている複数の超音波データを用いて、画像表示する上
で不足する画像データを補間演算する。すなわち、画像
表示装置３１に表示しようとする画面上の任意の１点が
特定されると、その点の画像データは、超音波メモリ２
１に格納されている複数の超音波データから補間演算さ
れ、表示メモリ２１の対応するアドレスに記憶されるの
で、表示すべき画面上の全画素に相当する画像データが
表示メモリ２１の対応するアドレスに書き込まれること
によって、表示メモリ２１には画像データが１フレーム
分保持されることになる。
【００３７】Ｄ／Ａ変換器２４は、画像表示装置３１の
走査タイミングに合わせて表示メモリ２１から読み出さ
れてくる画像データをアナログデータに変換し、画像表
示装置３１に出力する。
【００３８】範囲外検出部２８は、超音波データが採取
されていないため画面に表示しない画像データの領域を
検出するものであり、座標変換部２７の出力のアドレス
が超音波メモリ２１にデータを保持している距離Ｒのア
ドレス範囲を超えたとき、または超音波ビームの角度θ
のアドレス範囲を超えたときに範囲外信号を出力する。
【００３９】ゲート回路２６は、範囲外検出部２８から
範囲外信号を受けると、補間回路２５の出力の有無に関
わらず、ゲートを閉じて範囲外信号を受けた表示メモリ
２２のアドレスをマスクする。これによって、画像表示
装置３１には生体内部から超音波データを採取した領域
以外の領域は表示されないようにしている。
【００４０】図４は本発明のデジタルスキャンコンバー
タの実施形態を示すブロック図である。
【００４１】図３に比較例を示すデジタルスキャンコン
バータと比べると、範囲外検出部２８および座標変換部
２７の代わりに、座標変換演算プロセッサ３５および座
標変換ＲＡＭ３６を設けている点が相違している。
【００４２】図４に示すように、本実施形態のディジタ
ルスキャンコンバータは、超音波メモリ４１、表示メモ
リ４２、画像アドレス発生部４３、Ｄ／Ａ変換器４４、
補間回路４５、ゲート回路４６、座標変換ＲＡＭ３６、
および座標変換演算プロセッサ３５から構成されてい
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7
る。
【００４３】超音波メモリ４１、画像アドレス発生部４
３およびＤ／Ａ変換器４４は、図３に比較例を示す超音
波メモリ２１、画像アドレス発生部２３およびＤ／Ａ変
換器２４と構成および機能が同じであり、ここでは説明
を省略する。
【００４４】座標変換演算プロセッサ３５は、論理ＩＣ
（集積回路）からなり、オペレータが設定する変換条件
にしたがって、直交座標形式で指定される表示メモリ４
２のアドレスを極座標形式で指定される超音波メモリ４
１のアドレスに変換し、超音波メモリ４１の超音波デー
タと表示メモリ４２の画像データとの対応関係をつける
とともに、後述する補間演算のため、変換する極座標形
式のアドレスは超音波メモリ２１で指定されているアド
レスよりも細分されたアドレスを出力する。
【００４５】座標変換ＲＡＭ３６は、ランダムアクセス
メモリ（ＲＡＭ）からなり、座標変換演算プロセッサ３
５が算出した超音波メモリ４１のアドレスと表示メモリ
４２のアドレスとの対応関係をあらわす座標変換テーブ
ルを、座標変換演算プロセッサが算出するつどメモリに
上書きして保存する。
【００４６】座標変換ＲＡＭ３６の出力は、距離Ｒと角
度θを座標とする極座標形式のアドレスであって、超音
波メモリ４１に与えられているアドレスと一致するアド
レス整数部と、アドレス整数部よりも細分されたアドレ
ス小数部とからなる。
【００４７】この座標変換テーブル、すなわち表示メモ
リ４２のアドレスと超音波メモリ４１のアドレスとの対
応関係をつけるための変換テーブルは、通常直交座標形
式を極座標形式へ変換するために生成されるが、画像を
拡大したり縮小して表示する際のアドレス目盛りの違
い、超音波ビームの送信密度や走査方法の違い、表示画
面の基準位置の変更、表示画面の左右反転や上下反転な
ど、オペレータの行う指示内容の種類に応じてテーブル
を変更することができる。
【００４８】座標変換テーブルに必要なメモリ容量は、
入力のアドレス空間が表示メモリ４１のアドレス空間と
同様であるため、画像表示装置３１の一画面分でよいの
で、例えば５１２×５１２ドットの表示領域では１８ビ
ットであり、出力のアドレス空間が、例えば距離Ｒのア
ドレスとして整数部，小数部含めて１２ビット，角度θ
のアドレスとして整数部，小数部含めて１１ビットの合
計２３ビットであるから、約７４０ＫＢとなる。
【００４９】したがって、座標変換演算プロセッサ３５
と座標変換ＲＡＭ３６を組み合わせて使用することによ
り、必要なメモリ容量は、リードオンリーメモリ（ＲＯ
Ｍ）を用いてあらゆる画面表示に対応する座標変換テー
ブルを準備する場合に必要な４６ＭＢと比べて大幅に少
さくなるので、デジタルスキャンコンバータを小型化で
きる。
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【００５０】ただし、同一の座標変換テーブルによって
種類の異なる指示内容には対応できないので、設定され
た条件が変わる場合は、座標変換演算プロセッサ３５が
座標変換テーブルを算出し、座標変換ＲＡＭ３６のテー
ブルの書き換えを行う必要がある。しかし、座標変換演
算プロセッサ３５による算出が終わり正常動作が開始す
るまでに１秒程度要しても問題とはならないので、座標
変換ＲＡＭ３６に書き換えが終了したテーブルを使って
１画素あたり１００ｎＳ以内に変換処理できるならば、
縦横ともに５１２ドットのＣＲＴに３０フレーム／秒で
表示が可能なため、充分実用に供しうる。そこで、座標
変換演算プロセッサに例えば入手が容易で低価格な汎用
ＤＳＰを用い、数１００ｍＳ程度かけてソフトウェアに
よる演算処理を行うことができる。
【００５１】ここで、座標変換演算プロセッサ３５は座
標変換の演算専用である必要はなく、他の機能と共用し
得る。
【００５２】また、汎用ＤＳＰを用いる座標変換演算プ
ロセッサと、ランダムアクセスメモリを用いる座標変換
ＲＡＭ３６を組み合わせることにより変換すべき表示メ
モリのアドレスが画像表示すべき領域か否かを座標変換
演算プロセッサ３５に判別処理させるとともに、座標変
換ＲＡＭ３６の座標変換テーブルに１ビット追加して判
別結果をそこに記録し、変換したアドレスといっしょに
出力することができる。
【００５３】これにより、図３に比較例を示すデジタル
スキャンコンバータに設けられている範囲外検出部２８
は不要となるのでデジタルスキャンコンバータの回路の
簡略化が図られる。
【００５４】また、このように、画像表示すべき領域に
あるか否かを判別するビットを増やすことにより、例え
ば表示メモリ２２のアドレス空間が５１２×５１２であ
った場合は、３２ＫＢほど座標変換ＲＡＭのメモリ容量
が増えることになるが、ＲＡＭは４ビットあるいは８ビ
ット単位で１つのＩＣを構成していることが多いため、
例えば座標変換ＲＡＭ３６の出力として距離Ｒが１２ビ
ット、角度θが１１ビットの計２３ビットの場合に、１
ビット増えて２４ビットになったとしても、必要なＲＡ
Ｍの個数は変わらない。したがって、専用の回路を設け
る場合と比べコストを大幅に低減できる。
【００５５】補間回路４５は、座標変換ＲＡＭ３６が出
力するアドレスにしたがい、超音波メモリ２１に記憶さ
れている複数の超音波データを用い、画像表示する上で
不足するデータを補間演算する。座標変換ＲＡＭ３６が
出力するアドレス整数部を超音波メモリ２１の超音波デ
ータにアドレスとして与え、アドレス小数部を補間回路
４５に入力する。補間アドレス小数部が０の場合は、座
標変換ＲＡＭ３６の出力するアドレスが超音波メモリ２
１に記憶している超音波データのアドレスと一致してい
るので、そのデータを表示メモリ４２に記憶する。アド
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9
レス小数部が０でない場合は、そのアドレス小数部に近
い複数のアドレス整数部に記憶されている超音波データ
を用いて補間演算を行い、その結果を表示メモリ４２に
記憶する。なお、補間演算には、例えばアドレス小数部
と隣接するアドレス整数部との間の距離を求め、距離に
比例した割合で隣接する複数のデータを加算するリニア
補間方法などが用いられる。
【００５６】ゲート回路４６は、座標変換ＲＡＭ３６の
座標変換テーブルに１ビット追加して記録している範囲
外という情報を受けると、補間回路４５の出力の有無に
関わらず、表示メモリ４２の該当するアドレスをマスク
する。
【００５７】これによって、生体内部から採取した領域
以外に画面表示がされないようにしている。
【００５８】以上のように、画像表示装置３１に表示し
ようとする画面上の１点の直交座標が指定されると、画
面に表示される画像表示データは、超音波メモリ４１に
格納されている複数の採取地点の超音波データから補間
演算され、表示メモリ４１の対応するアドレスに記憶さ
れるので、表示すべき画面上の全画素に相当する画像表
示データが表示メモリ４１の対応するアドレスに書き込
まれることによって、表示メモリ４１には画像表示デー
タが１画面分保持されることになる。
【００５９】次に、図２および図４により、本発明のデ
ジタルスキャンコンバータを備えた超音波診断装置の実
施形態について説明する。
【００６０】オペレータが超音波診断装置を起動する
と、診断内容に応じて条件が設定されるので、座標変換
演算プロセッサ３５が表示メモリの各アドレスと超音波
メモリの各アドレスの対応関係を算出し、座標変換ＲＡ
Ｍ３６の座標変換テーブルを生成する。座標変換テーブ
ルが設定されると、超音波診断装置の通常の動作が開始
される。
【００６１】画像アドレス発生部４３は、画像表示装置
３１に直交座標形式で表示するデータを記憶する上で必
要となるアドレスを順次発生する。
【００６２】表示メモリ４１は、画像表示装置３１に直
交座標形式で画像表示するために必要な画像データを画
像アドレス発生部４３が発生するアドレスを指定して１
画面分記憶する。
【００６３】オペレータが画像表示装置３１の表示の方
法について変更指示を出さない場合は、超音波メモリ２
１に図１に示す超音波ビーム１の１走査分のデータが記
憶されると、画像アドレス発生部４３が画像表示装置３
１に画像表示するデータを表示メモリ４１に記憶する上
で必要となるアドレスを出力し、このアドレスが座標変
換ＲＡＭ３６に入力されると、超音波メモリ４１の極座
標形式の距離Ｒと超音波ビームの角度θを座標とするア
ドレスが座標変換ＲＡＭ３６のテーブルから出力され、
補間回路４５により補間演算処理が行われる。 *
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*【００６４】オペレータが画像表示装置３１の表示方法
の変更を指示すると、座標変換演算プロセッサ３５が指
示された画像の表示方法に基づく座標変換テーブルを生
成し、生成した座標変換テーブルは座標変換ＲＡＭ３６
に書き込み保存され、この座標変換テーブルを用いて表
示メモリの各アドレスに対応する超音波メモリのアドレ
ス整数部およびアドレス小数部が出力され、補間回路４
５による補間演算処理が行われる。補間演算処理がなさ
れた画像表示データは、ゲート回路により表示範囲内の
データか表示範囲外のデータかが選別されて表示メモリ
に記憶される。表示メモリの画像表示データは、画像表
示装置の走査タイミングにあわせて読み出され、画像表
示装置に出力される。
【００６５】
【発明の効果】以上のように、本発明によれば低価格
で、かつ入手性の良い部品を用いてメモリ容量の少なく
てすむ座標変換テーブルを備えた変換回路を構成するこ
とができるので、ディジタルスキャンコンバータの低価
格化、小型化を達成することができる。
【００６６】また、画像表示装置に表示される領域が生
体内部から採取した範囲内か否かを判断する情報を座標
変換テーブルに持たせる場合にはデジタルスキャンコン
バータの回路の簡略化や低価格化を図ることができる。
さらに、超音波診断装置にこのようなディジタルスキャ
ンコンバータを備えることにより、超音波診断装置全体
の低価格化、小型化を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】超音波ビームをセクタスキャンして得られる反
射波のサンプリングデータの模式図を示す。
【図２】本発明のデジタルスキャンコンバータを備えた
超音波診断装置の実施形態を示すブロック図である。
【図３】ディジタルスキャンコンバータの一例を示すブ
ロック図である。
【図４】本発明のデジタルスキャンコンバータの実施形
態を示すブロック図である。
【符号の説明】
１    超音波ビーム
２    黒丸（サンプリングしたデータ）
３，３０    超音波プローブ
４    超音波の発信点
５    生体の表面
６    本体
８    ケーブル
１０    デジタルスキャンコンバータ
１１    コントローラ
１２    パルサ
２１，４１    超音波メモリ
２２，４２    表示メモリ
２３，４３    画像アドレス発生部
２４，４４    Ｄ／Ａ変換器
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２５，４５    補間回路
２６，４６    ゲート回路
２７    座標変換部
２８    範囲外検出部 *
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*２９    Ａ／Ｄ変換器
３１    画像表示装置
３５    座標変換演算プロセッサ
３６    座標変換ＲＡＭ

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】
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